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　本隷1は，福島寮内の県立高校に勤務する教員の中から有志を募鯵，校外でのピア・サポートとし

てのグループワークを層にi霞，i年舞舞こわた警実施した活動の，仕事をする圭での小磯的援麟勃

果について検窪しようとするものである．

　懇名の女性教費が活動紅鱒続的に参撫し，「気分転換が鐵来た」に超え，「嚢分嚢身について見直

す機会となった淫や，　r年代の異なる方の意見や仕事内容が異なる方の苦労や意見が雛1†てよかっ

た」など，娃事上の立場や年代も異なる参糠者との意疑交換が，仕事をする上での心の支えや，役

に立ったことが醗らかとなった。

誕キーワード葺ピア・サポート　嘉校教義　按舞活動　娃事上のストレス　心蓮的援覇

璽．は：じめに

　逐年の教畜改革の流れなどからも教嚢は多賀を薄め

ているといえる。そして，文部科学省のヂ病気休職者

の推移（鱒蓼3）コによると，病気休職者数も年々増撫し，

その申で糖神性疾患を理麹とした休職者数は，欝年前

の約3倍になっている．これらの数魑の増撫ひとつとっ

てみても，教員のおかれた状況が教員の精神醸に及ぼ

す影響の深灘さがうかがえる．

　そこで，本譜では，吾妻が高校教鋒であ静，籐旅心

礫学を学ぶ立場にあることから，その立場を生かして，

教員レベルで墨来る教員穣菰支援のあ吟方を縷説する

こととした。

歪、ピア・サポートの考え方

　罫ピア（脚er：仲周擁については，嚢務先や年齢，

性震，職名を鰻定せずに，罫“擁島県内の県立高校嚢

務’フという其通性をもった教轟匪とし，「サポート

（支援おについては，それぞれのメンバーに隣する仕

事を行っていく上での「心蓬的支援3という鬱念で捉

えることとした。

2．活動の欝的

　高校教員のピア・サポート活動の馨鶴は，様々なプ

賞グラムを通じて，

　①気分転換・ジラックスをする

　②§己選解・飽者理解を深める

　③お互いの縫係姓を深め，教員縄墨の横のつなが琴

　　を形成する

　④職務上の霞聾ごとについて意見交換をする場をも

　　ち，問題に対して様々な方海性から考えられるよ

　　うにする。仕事に前彎きに取翰緩めるように，参

　　撫春岡士で励ましあうの5点とした。

3．実践鑿開

　X年鴛舞からX季1年猛舞までの薄塗醤，計鷲懇

4．活動の構成

　2時闘の活動内に，2つから3っのプログラムを行

い，後半約2書分から3§分フリートークの暗闘を設けた。

5．筆者の立場

　活動の企露・運営をするファシ夢チーター兼観察者

6．薄象および参趨献溌

　複数の学校の教員に活動案内を醍撫し，参撫を希望

した懸代から総代までの女性教員欝名が財豪者となっ

た．参簾者の職名は，教諭，養護教議，養護劫教諭，

講編，実習勤手であ鞍，活動i圏あた吟の平均参蕊人

数は，約5人で，ひとりの平均参撫懇数は，約4．8穰

であった．

　　　　　表重　参撫者の属牲と参撫献溌
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7．活動内容

　プ巨グラムは，撰銭的エンカウンタープログラム辞

典（2纏縫〉を参考に筆者が葬成したプログラムや，雛癬

を耀いたプ買グラムを実践し，毎羅の参趨者の様子や

感想に寄せられる希望を反駿させながら，猛勇の構成

を行った。

　プログラムの溝絞は，織5理解・飽者理解量，「心

身の夢ラックス」，「職務に幾する運解達，囑題・瞬絵

ごとについての話合い」，罫エンパワーメント」，1楽し

さの共有葺の6つの観点を構いた。

8．活動の評極フ㌻圭去

董〉グループの変容

　①波動を3難に分け，グループの変容を，観察者と

　　しての筆者の立場から記述する。

　②STA｛（S捻te哩ra重t触xiety玉無vε畿ory；状態一

　　特性不安験査：以下蟹擬／の欝本語版の実施結果

　　を考察する。

2）懸人の変容

　①3名の参糠者について，活動中の麗与観察を亙鞘

　　ごとにまとめ，その変容を考察する。

　②愚景講成法を実施し，その変容を考察する。

　⑧S　TA至を施行し，その変彪を考察する。

3）参癩者による評極

　i年間の活動終了後，実施したプログラムに麟する

評緬や取馨入れて欲しい活嚢内容等に間する質穏紙調

査を参趨者全員に行い，その結果を考察する。

蔓．ピア・サポート活動の実際

表2　活動の流れ

　　　　　　　　　　　プ臓グラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿訓
じ
　　　畷簸のストレッチ＆ペア編操み二職のストi

　　　！レッチ終了後，望が経験の参癩者から，呼暖法を

　　　1紹介。誕生麟腹にベアにな警，瀬番で肩を揉む
　　　i
　　r㎜
鍛サイ詔ト｝クニ隙サ仁贈撮管頂駄つ
　　Iいて2分の麟猿縛闘で議す

騒横難（獅A護螺線こ風景講歳桑劫ア劉
テムを瀬に鐵く。それぞれの感想を遠べ合う
ド　　

1〈じ毅き紹介1瀬にクジを瞬き，質幾に答える。

i答え終わると，次の人を毒名
…　　　　　　　　　　　　　　引

　　　どっちを選ぶ？1「海と緯書など対極なもののど
＃2i
　　！ちらを選ぶか，その躍虫をペアで語をする

紹鋸、ある＿鋤蘇豪ついてベアで訊1

湾硫後途鮫シ工費ング些　　　、
葺3i　ジ漁脚雑謙ってコラ　引
　　　作成後，全体でシェアジング　　　　　　　　　1

　　ニの　　　声に産す蒙本語1「寿撥無」の一筆を音読し，はっ
i＃4
…　　　き絵と患来るだけ早く読む練習を行う

一L一

2登総一7

…暑窯鵬禦・燐鴬鷺2瀦1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　くっているのかをカードに記入。ベアからメッセーi

擁…ジを読んで紡い，お魚棚翻を言辞　　！
　　ヨ
　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一㎜→

　　1こんなときどおする？甑轍舗暮に勧たこi

　　t独どに側て，縫紛鰍や立墾か慮墾蜘

バウムテスト：雛懸法について説鴨後，教示に鍵っ

て絵を描く。続いてシェア婆ング
＃5 底呟剄zスメ噸藤っている撫分に財、

』盤欝～鴇璽塑を塾
茸6iS総硫姦SG轡：高校教員の｛士事におけるS響e硫i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　継かとS暮顧課題／について意見交換　　」

「厩騒灘難鷲轡など
　　　軒一・

i＃往塾察樋も鯉）簸鎌

卜一十三

8韓

蒔懸ポートフォ嘆オ：馨分の一騨の愚ごし方を図i

l説瓦紛壌給備蹴雛つい1言乱合うj

1蘇怨、1蕩鶏童舞繋の1
編縫、澤疑勧欝，霞象繊っ起と引
3つワークシートに婁き畿し，登表

＃9i藁ラージュ製搾（2）　＃3参蕪

臨茎毅箆淳豊艶意識璽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

トー一

　　i今覆は梅魯？：今欝の気分をワークシートに予め‘
＃欝i
　　霧いた跨の中に色で表覆する
　　E
！実は00なんです：最近，仕事において感じるこ

とについて発表し，意見交換

　　i　OOな秋：「サラダ記念鞠の上の句に嚢曲にギi

熱画髄続け磁を謎憾親達べ斜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

　　1ペア探し：お互いヒントを申し合って，自分の弱β
ド

…連のあるカードをもっている人を探す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
i風景構成法（3〉　＃i参懇

陣2i編麟継￥。軽：ベア鋤め訪略を織・
　　　1カードには参撫養全員がメッセージを書く

、風景権威法（勢　＃亙参蕪

唯、活動の評極

9グループの変容

（特選甦遷程における変容

　盤露の活動を通したグループの変容について，筆者

の観察者としての観点から，至難（＃董～葬4／，登

期（＃5～＃8〉，蓬期（‡‡9～＃鴛〉に分けて遠べる。

至難　活動参撫の定義を穰る鋳期　詳歪～葬4

　仕事に関する藷では，やや緊張した雰囲気にな瞬，

意見を蔭蜜に述べるまでには至らなかった．3む代，総

代の参撫者が場の雰欝気を談み，自らの経験や嚢務校

の状溌を議すと，塾代の参撫者も熱心に耳を傾け，頷

くというやりと吟誤みられた。



轟綾教轟のヒア・サボーi活動1二臠する一考察 3

　フ夢一トークでは，生硅やその保護者に対しての教

員属土の横のつなが諺が共選の課題とな鞍，撞任や翻

握任，養護教諭など立場や年代の違いによって薦係姓

の持ち方が変わってくることが確認された．

　この至難では，ゲーム牲の高いプログラムやヨラー

ジュなど麟造的なプ蘇グラムを取誓入れ，参擁者が楽

しみながら活動に参擁することに心がけた。その結果，

羅を重ねるごとに，参簾老懸士が，構手の考えを理解

すると瞬時に嚢分の考えを伝えようとする積極的な姿

勢がみられるようになった。また，各曝のフ夢一トー

クでは，各々の種事の辛さについても傾聴する姿勢が

みられるようになり，参癩者溝上の聡孫盤が高まって

きたことがうかがえた。

　参簾考からは「普段は仕事の議解中心で，互いの思

いを伝え合う暗闘はあ静ませんでした。勉の職場の方

の誌も参考にな鯵ました緯1）」や晴鞍叡集とス

トレスのはけ貸になると，麟か弩ます（＃4擁など

の感想が寄せられた。

憂擬　活動へ4〉意欲と閣心を広げる時難尋5～嵩8

　参撫者も定着し，メンバー一としての意識の高ま辱が

感じられてきた．＃5・＃6には，活嚢の終了暗闘を

考露して，簸の参撫養の発言を促すなど，活動の枠緩

みを保持する姿勢が観察されるようになった。

　槍霞灘賛のススメ緯5擁や幌守ってくれるも
の（葬7擁などのワーークで1ま，露己内省が深まり，趣

駿や交友襲係など，私的な翻羅についても語られるよ

うになった。発表者に対する傾聴の姿勢などから，メ

ンバー講士の信頼麗孫や親密牲iが強化されてきている

ことがうかがえた．

　「s贈εt慶So鍵（＃6擁や「松竹梅緯麟jでは，

仕事をする．鑑で感じる違鞍懸や問題意識が率直に語ら

れるようにな参，「職場での横のつなが吟をいかに築

いていくか」が其通のテ一一マとして浮かび上がってき

た。そうした簡題について，活発に意見交換がなされ，

当分の考えに露熱するのではなく，経験や年代の異な

る参癩者からの意見にも耳を繧舞，お互いに学びあお

うという姿勢が養われてきた。

　参旛者からは，薪きてよかった。話していると，自

分についてわかることが必ずあ辱ますね（＃5／」，

「またこれからもがんばっていこうと感じる会ですね，

この会は（葬6勤などの感想が寄せられた。

獲期　よ琴主体的に活動に参撫する時鰯葬9～難縫

　参癩者が活動の準備を率先して行い，自分の特技も

発揮する機会をもつなど，よ吟主体的に活動に参撫す

る姿がみられるようになった。メンバー闘士の受容的

な姿勢に後押しされ，言語や描画などを通じて自己表

愛することに抵航が少なくな鞍，家族鷺係や女性とし

ての家庭内での役割と徒事の薦立など，仕事のまつわ

るいくつかの開題についても意見交換がなされる場面

がみられるようになった。また，現在抱えている生経

捲導上の課題が誘られることが多くな辱，時代による

生徒の懸魑観の変化にどのように嬉応ずるかというこ

とに共通の悩みを掩えていることが確認された。

　参趨考からは，ギ職場を越えて，年代も色々な方々

と知鯵合えて楽しかったです（燦2㌔などの感想が

寄せられ，職場や年齢の異なる参糠着たちが集い，仕

事や麹分自身について改めて考える機会をもつことの

意義を実感していたことがうかがえる．また，「職場

や年齢の異なる方から椿難をうかがうことは瞬韓への

エネルギーになりました（尊爵勤などの感想から，

活動に参撫することが仕事をする上での活力につながっ

ていたと雄察できる。

（2）STA三　（St欲e一τr3iセ義獄給t￥1欝e賊G弩1状

態一特性不安穣査〉馨本語版における変容

　STA亙：畿就e謬rait触x顧y蟄マ磁ねryとは
蹄沁沁鍵g鍵によって緯§6年に麗発された不安診薮験

査の一種である。S錘e旛鍵欝rは，「不安の特性・状態

モデル」を霧いて，人聞の不安を比較的うつろいやす

い一一愚性の状懇として観念髭されるf状懇不安まと，

不安になりやすい繧海を示すギ特性不安窪とに分類し

た．STA至は，この「状態不安まと「特性不安3に

おいて，それぞれ2§の質聡項醤（董幾4点満点，計総

点満点〉によって得点化されることを特徴とし，簸床

場薦を1まじめ，多くの分野で採灘されている。

き

彗

鎌

　　　1魍繊i擁謝陣鐘）群銘翻銘｝朗臆
鷺1糠『F讃墾：1一トll汁鷲『舞il

　　　垂

醗嘆ST擬変駕／全誌／ 摩霧i

　薪STA亜健構手瞬き」（欝§碁によると，正常成

人のSTA茎得点の平均値は，状態不安が総．6±8．98，

特性不安が38．8±9．68である。また，状態不安櫨点以

上，特性不安蕊点以上で，臨床的に饒題とされる高不

安状態と評懸される。

　グループワーク参癩者のS　TA董得、薫の平均魑から，

状懇不安・特性不安とも捻舞に灘定された数嬉は，特

性不安が，あと○、至点で高不安状態に分類されるとい

う高い値であるものの，状態不安・特性不安ともに

「普通」の数値を示している。7肩・8肩の数値の変

動は，鐘の員の灘建魑に比べて大きく，夏休み前後と

いう状溌も考濾すると，参考程度とすることが妥当で

あると解釈する．

　その後の状態不安は欝肩に2．5点と若干上昇する変
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化がみられたものの，概ね鋳難をおう毎に釈態不安・

特性不安ともに減少している。結果，グループワーク

補職と最終蟹での比較では，状態不安は§．6，特性不

安に至っては8．6と大きく減少した。グループワーク

参撫者において，ワークに臨む一蒔的な心理的な不安

状態も低く変化しているとともに，特性不安が大きく

低下していることから，ストレス状浅に対して状態不

安を喚起させやすい繧繊は緩麟されたと考える。

（3）まとめ

　露始当初は，参趨者の表構や発言にも緊張がみられ，

仕事における不滅や率直な自分の考えを述べるまでに

は至らなかった。しかしながら，ワークを通じて参簾

者織±の理解解深まり，鱈頼縫孫ぶ構築されていった

ことで，徐々に発言内容にも変鑑が見ら蕊るようになっ

た。参癩者撰講籔や管獲職との§§係や生徒との驚わ吟

におはる縫題や憾みについて語る燦もいわゆる雑談と

は異な琴，飽の参趨者に蝕して聡題提起をはかり，其

通する憾みや難題を掩える立場としてどのように受け

鑑めて対廻していけばいいかを考えようとする働きか

けが行われ，縫の参撫者においても難題の軽減・解消

のために積極的に考える姿勢が観察できた．

　そして，職場や年代の異なる参簾者が集い，様々な

ワークを通して意見交換を園る事が，仕事をする上で

の活力となっていたことが懇懇としても寄せられ，グ

ループとしての存在意義にも繋がっていったと考える。

21懸人の変容過程

　豆類，登蟻，獲幾にわたって織綾的にでも活郵1に参

撫解みられた参簾者の中から3名を捻鐵した．

（嶢）A（簿代講舞〉の変容遜程

①活動における変容退程

　　　　表3　懸人の内容（A　l2駐代講緬）

②風景構疲法における変容遜程

　3期それぞれに施行した風景講戚法を通じて，Aの

視点が定ま鯵，風景としてのまとま鯵がみられるよう

になってきたことが捲摘できる。これは，活i勤の時蟻

を追うごとに，Aが働事の見通しが立てられるように

変化したことの表れであると考える．言い換えれば，

環境と察分自身の聡熱性の購築が鑽れるようになって

きたことを表し，思考や行動様式にもぞうした変化が

現れてきたものと考えられる。

　一方，璽簗で施行した勝景構成法では，人勃がスティッ

クフィギュアとして描かれ，韓人麗孫に距離をおく傾

麟が捲摘できるが，全体の携成はよく，人勃も懇に入っ

て俸業を進めていることから，亙鶏や獲類と比較し，

自分の仕事やその飽の課題の鍛緩みへ晦けた意識が闘

擁され始めたと考えられる。また，アイテムの騒動達

も夏難では罫得体の知れないもの蓋であったのが，羅

期では「ペットの犬」，聡蠣では「水の流れに逆らっ

て泳ぐ魚」が描かれている。この点について，A嚢身

の仕事を含めた人生における迷いや不安定な気持ちを

表していた玉蟻のf得棒の知れないものjは，簸幾で

は実態のある「ペットの犬三軍聡難では新本の流れに

逆らって泳ぐ魚歪に変飽し，Aの中に嚢分甕身の人生

に射して主捧的に取雛総もうとする積癒性が畿てきた

ものと考えられる。

③STA茎（St琶te一ぞ麟雛難絶t》1醒e細響1犠態一

特性不安検査〉1こおける変容遜程

箋
碑
錐
舞
纒

時
期

董

活動後の感想、 騰与観察

＃1：職場での憾みは誌i・活動当鱗は縫き役にま
をする灘挑て勧り…わることが豹、つた醗1

　た吟，年代の違う方の　事に絶する績み等徐々に…

　騒を闘嫉た蓼とすごく　嚢分の考えを表瑳するよ1

　いい機会がもてたと慰，うになる

　います

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副

　　　　　　　　　一・←

…．憲蒙姜醗華欝欝墾

姓不安　　52

　　　　　　蟹2

麟　　53　　43　ii
　　　　　　＿、1＄了鮫化

@墾i
　　　　　　　　　　　　　・轍や轍蠣まえたi　　＃5：今馨は楽しく話が一

　　　　　　　　　　　　　爺応に努めているが漣懇、i　　　轟来て，普段仕事で綾
i　　　れているのがほっと憩　　　　　　　　　　　　　勘にはいかない葛藤もi
i刻みま旋
　　　　　　　　　　　　　みら蕊た　　　　　　i開拓二S卿εe宅農S．護rで
　　　　　　　　　　　　　　・霞分の感想を自叢的に

膿欝欝
　　『　　r　　　　　　　　　　　　　話すようになった　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　…曝寺鶴の郷襲など，枠纏i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、みに縛られないところが1
　　　　　　　　　　　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　iみられるようになった　　1期　　・齪いくものでした，・・

　　　・楽しかったです

　7月には状態不安と特性不安がともに、L昇した麟，

時期を追って数短が織少しているこ．とがわかる。活動

の初騒（＃i）と最終囲（＃至2〉をみると，状態不安・特

性不安ともに数値が9～欝低下した。これは，いずれ

も「高不安状態達から「普通の状態まへ変髭であ辱，

約i年間潤の活動を通して，グループの…員であるこ

とにA護身の認識も高まった結果，状混的な不安が減

少したものと考えられる。また，特性不安も減少した

ことから，ストレス釈溌に薄して状態不安を喚趨させ

やすい繧穂が緩隷されたと考えられる。

④まとめ

　活i勤籾簿iでは衰発的な発言はほとんどなかったのが，

感想や意見も欝分の言葉で違べるようになった。撫え
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て，嶽爾や識ラージュ等にも周囲を遺痩に意識せず，

嚢滋に楽しみながら取緩み，その後のシェアジングで

も簸の参糠者の修品に薄して肯定的な感想を述べるこ

とが多くなっていった。

　活嚢も後半に至ると，緊張もほとんどみられないよ

うにな馨，仕事に薄する開題意識や教養として仕事を

する一と1での違私感も，フ登一一トークという欝熱な枠総

みの申で自発的に講られるようになっていった．

　総じて，それまでは議す機会ぶなかった頃頃感ビ

ている仕事に縫する問題≦について語る機会をもつこ

とができたことがわかる。また，それに録する縫の参

撫者からの発警や受容的態度などの支援を得て，S　T

A要の変容からも推察されるように心遅的にも不安状

態が緩鞍されたといえるだろう．

（2〉B（鉛銭教論〉砂変容過程

①活動における変容遜程

　　　　表4　縫人の変容（8：鋳貨教論）
「一一一一

活動後の懇懇

　
1

　
1

　＃至：当分の感じているF

　　こと（ストレス〉が麺

　　の方からみてもおかし

　　なことであると確認で
董
　　きたことが嘗己への励

　　み1こな穆ました

　＃2：色々な方のご意見

　　を顯いて新癬な気持ち，

　　にな導ました

i　…＃7二考え方もすこし擁

□点を変え糠燃
i　一　なるんだなあと思いま

i　…　した

i機娠
…i携矧にと細き…
i…るよ旗なった（輸」

ニぴi総総1
ヨ　　　　　チ

璽1　も変化があるような無

期　がします

　　i＃㌶：場を越えて年代も…

　　…　色々な方々と無謬合え

　　　関与観察

・フトトクでは，義

員の姿勢について問題提

起を行った

・議題の提供などフアシ1

ジテーターσ）進實を補佐1

する言動が髄藪に見られ1
　　　　　　　　　　1
た　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　i　　　　　　　　一
・発露では鷹雛を考えたi

もσ）が多かったが，叢羅I

　　　　　　　　　　I
婬では濁ま畷蹴…
気にせず，客分を表覆す…

ることを楽しんでいるよ、

うだった　　　　　　1

・仕事での春分の経験やi

考えを誠意腋換矧
薯要な　を　’ P
歌鞍銀鱗望幽…
すなど，主体的な関わ参…

がみられた

し⊥玉熱心＿＿＿」
②羅景権成法における変容遍程

　董類の風景構成法では，全体的な構成はまとまって

いるが，右上から左下に流れる摺で，家や人などの震

往空聞は灘下に集中している。家や霞を中心とした盤

雰は彩り豊かに鑑かれ，蔭分の生活に録する穫れや思

い入蕊が感じられる。一方，購癒の毒々には道が横に

鑑かれ，人の気醍もなく，その道を遷るには露難ぶ感

じられる。

　叢嬬の風景絶域法では，空想的な風景が描かれてい

る。道は空に続き，鱗によってその道も申藪されてい

る。鐵々や馨が簸酪化されて描かれているのに比べ，

家や人，蠱物などはとても丁寧に携かれている

　璽類の風景購成法では，各アイテムが煩雑に描かれ，

蟹は左右の上部に浮かび，生活圏内から完全に分離し

ている。しかし，獲期では鱗で分駈されていた量罫は

橋によってつな潜れ，人の移動が可能になっている。

道義ま，下方の橋がかかる部分と懸覆歪中央部に描かれた

横線の部分からなっている。寅や大きな道に患る経驚

がたくさんあ参，選毅の鶴がある…方で，どの道を進

んでいいかがわからないという露惑も感じられる。琶

難まで丁寧1こ描かれていた人や動物，家は簿懇化され

て揚がれている。

　まとめると，　至難，貰類では仕事や将来の暮標など

の課題よ吟も，自分自身の生活のあり方に麗心が向い

ていた。しかし，懸嬬では，それまでの至3窪身のプラ

イベートな癒での対人的な醐心は薄ま瞬声至難や璽期

に比べると仕事を含めた現実的な部分への観点をもつ

ようになってきたといえるだろう。

③S了A葦（State一τ麟t撫ietyl解織鰐；状懸一

特性不安検査）における変容遍程

　状態不安・特性不安ともi2層は罫普通の状態∫であっ

た。その後，夏休み中の8月では状態不安・特性不安

ともに薪低い状態」に変化し，心選的に夢ラックスし

た状態であることがうかがえる。その後，状慧変化は

匿普通の状態まの中でも低纏を示し，特性不安に至っ

ては欝月，慧月は「低い状態三へと変化した．活嚢補

騒と最終緩を比較すると，結果として状態不安は隅纏，

特性不安は，蛇から綴と大きく低下した．このことは，

Bの心理状態が安定し，ストレス状況に嬉して状態不

安を喚起しやすい傾陶が大きく緩勲されたことを示し

ている。

薦鱗

蒸鎌
灘…雛辮難灘毎巽鰯i萎ii灘　…1萎萎…霧灘灘1萎萎

擁2月　縁月 §月
緯矧魏月i　　　　　　卜

状態不安i34　22 3葉
　　l　　　l3董　13壕　1

、　生　、｛　　42　　　3G 38 2§13唾1

磨3STA至変牝
1畢聴属i　』　　　　　　三

　衰萎
1劉
l
i

i一ひ“鱒鍍苓劃

④まとめ

　活動当務から，場の雰懸気を謹んだ言動がみられ，

議題を提僕する場懇がみられた。当窮の感想では活動

を客観的にとらえていることがわかるボ，後半になる

と罫次年度は症鱈の勉強会も取辱入れたりすると…
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（＃至i擁などの感想に癩え，彰考え方も擬点を変えれ

ばずいぶん楽になるんだなあと、懸いました（＃7M

など主観的な感想もみられるよう1こなった。活動の麟

準顯では，幾分の考えや意見を表鐵する繰も，麗甕の

参蕊考との麗係性を踏まえた言動が多く箆られたが，

贋を重ねるに従って嚢分嚢身の気持ちや考えもき然に

表鐵できるようになったと考えられる。さらに，今後

の活動の継続についてもアイデアを鐵すなど，よ穆主

体的に活動に携わろうとする意欲もみられるようになっ

た。このような変化はBがスキルアップなど将来の駕

籠性に晦けての縫心が高まってきたことを表す風景構

滅法にもあらわれているといえるだろう。

（3〉C（総代教譲〉の変容過程

①活麩における変容過程

　　　　表5　懸人の変容（C：総代教論）

　
　　ミ

i時　瀞御感想　　　隣観察
期1

隈撫藩瞬1∵二1
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　！髄嚥蜘劒論壇褐誘で教殿ヨ
1漆塗姻ま民　て蠣聴率猷表現し…
i至i＜聯輸鷲＞　…ていた
…期r租鋳の年齢だと，…懲頒鋤キ縛アに、

　　　（＃2ぬ　　　　　」

贈螺1劉灘禦曇灘i
期嵯灘裏鋼寛㌘する職
　　　撫しています　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　1＃翅：種々なゲームを体i・コラージュでは露分の1

　　…験できて難灘つた1幅磯験輔を楽しi
　　　です。　　　　　　1そうに話していた・活動i
　　　　　　　　　　　　ド　　i＜瀞覇蕪＞㎜㍗こ参練る盤を感縦！

・剰灘簿㌘　「
　　…機会硬き離せるi
　　　よう1こなると，ああ，　…
　　　　　　　　　　　　…
　　　よかったって（＃茎2擁
　　！　　　　　　　　　　　　　　　L＿

②懸景構成法における変容遜程

　Cは童幾の風景構成法の際，欠席だったため，亙簸

と欝蟻の2獲の風景権威法による変容を達べる。2癒

とも，構成は鞍轍的である。それは年齢によるものも

遅海のひとつであると考えられるが，欝顯の方が更に

その傾癖は強く晃られ，煩雑さがなくなって，まとま

2書麗一7

陰ある構成がみられ、る。こうした特徴から，勃事の見

通しをもって薄簸する頼嶽はC察身にそもそも備わっ

ているといえる．

　亙難の風景権威法では，鱗によって分割された右｛難

の駿穫期の瞬と，左上部の生活麟内とが橋で結ばれて

いる．教示を待たずして罫この透に矯が欲しいわね達

とCが描き足したものである。遜は虚半分全面に広が

辱，境雰線がえがかれていない．懸擬も霧の境罫線は

道と辮によって作られているだけだが，その大きさは

全体の権威から考えて適度な大きさといえる。人勃は

2園ともスティックフィギュアに描かれているが，璽

蟻では舷居内に人を描き，より生活観を鐵そうとして

いることが飼える。

　醸まいずれも高い毒であるが，匿難の構成では全体

の懸景の中に形よく納まっていることから，能事の藏

での§標や課題についてもよ辱窺実に根ざした形に整

遜されていると考える．さらにややオーバーワークに

なりがちだった繧爽は，灘蟻では嚢分の許容量に見合っ

たものに変化し，エネルギーの統麟も取れてきたと考

えられる。

③STA茎（Sセateイ纈撫xie麹1糞》e糞船響1状態一

特性不安検壷〉における変容遷程

　　　　　　　蒸　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒i

　　　　　l　一一簿　一　li

＿葺奪、置型塁控舞
盤婆卜輩．』L墨壷鑑L劉
　　　　　　　　麟s灘変牝　　i‡馨欝i

　そもそも活動初癒の状態不安・特性不安の数値は，

運営成人の平均から大きく下興るものであった。　7肩

に若干高まりをみせたものの，後楽は窃懇よ吟も数値

の低下が確認された。結果として，補漏と最終回を比

較すると，状態不安は蕗から2護に，特性不安は33から

2書に変乾した。これはいずれも評嚢基準に縫うと「不

安が低い状態董がさらに強化されたものである。この

ことによ乾｝，不安状態が荒々抵蕪のClこおいてもこの

茎年闘の変化として，心理的不安を喚起させるような

傾飼がさらに緩秘されたといえる。

④まとめ

　活動当初から，現嚢務校での校務分掌や学校の現状

などについて，率直に気持ちや感椿を表現することが

多くみられた、若年の参撫考に薄しても，積極的に謡し

かけ，濛々な立場・年代の異なる人の意見に葺を頗け，

学ぼうとする意欲が髄鷲に感じられた。こうした積極

的な姿勢は，C自身の性狢的な特徴とも考えられるが，
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活動の流れを見通した働きかけもあったと考えられる。

　反面，スクイグルや騒景構絞法などの鐵廼では，「私

苦手なのよ」など，言語で表議する場嚢が多く晃られ

た．そうした露勧に対しても，若年の参癩者から罫そ

んなことないですよ3と妻定的な働きかけもみられた。

　そうした飽の参撫者からの働きかけを通して，§分

嚢身の内省も深まり，最終回の発窒郵こもあるように

「普段ってこういう暗闘を持つ機会って少ないじゃな

いですか。だからいいなあって3と，活動に参撫する

意義をC撫身が感じ取っていったといえるだろう。そ

して，元来低かつた特性不安にもさらに数鰹しで減少

がみられ，C塞身の特性が強化され，よ鯵安定した心

運献態を保つこと解できるようになったことがわかる。

2．参撫養による評懸

　美年給の活動終了後，活動に参擁したことのある全

員を鰐象に難月鎗灘を渥叡期鰻として質鶴紙講査（無

記名／を行った．至3名に醍存して，i至名から露答が得

られた。（籔鞍率二縫．6％〉

歪〉露もう一獲やってみたい轟プ縫グラム

　難名の麟答者のうち，6名が「コラージュ」を希望

し，ついで纏名が希望した「呼畷籐のストレッチ」

「癒景構成法」曝e盤錯e鑓醒褥超が続いている。作業

を伴うワークを希望する躍答が多くみら轟た。理密と

しては影絵やコラージュなどは繕も考えずにでき，ま

た，　夢ラックスできたので」などが寄せられた．身体

をつかったエクササイズの春望もみられ，構手の考え

などを知鯵，饗解を深めるためのワークである「サイ

コ舞トーク」や罫似たトコ探し」，「どっちを選ぶ？」

にも希望がみられた。罫自藤鼕鼕のススメ」を希望す

る遅出としては罫誰かにほめられる，認められるとい

うことが少ないので，農分に勇気をもらえるワークだっ

た」　という感想が寄せられた．

　一方，実施したプ簾グラムの串で罫もう一度やむた

いゴという脅望がなかったワークは，「鉾馨の私蓋，

「こんなときどおする？」，「松哲梅」，「今購ま何色？」，

薪実は私○○なんです」，「勲e緩農S磯鴛であった。

これらのプ賞グラムは，仕事における鷺題点や課題に

ついて直悪化させるワークであったが，羨望する罎答

がみられなかった遜額としては，職場や仕事について

の難題等については，フジートークで饒に轟海に意見

交換が酢麟こ行われる状溌がみられることが影響して

いるものと考えられる。

2〉霧吹年度，取華上げて欲しい墓プ縫グラム

　露答の結果から，羅答者至i名中8名が構成的エン

カウンタープログラム」を次年度のグノレープワークに

おいても取鞍入れて欲しいと懇答している。

　勉には今年度のグループワークで実施したワークの

うち，コラージュなど，難業を通じて自分の気持ちを

整理して，擁手を蓬解するプログラムも希望している

懇答者が3～4角いた。また，辱鰻や節義の疲れを取

辱，肇ラクゼーションを繋的とした「身体をつかった

エクササイズ1も6名が希望している。郵仕事上の麟

題に絶する意見交換室を求めている考も4名お鞍，年

代や宣揚も異なる参撫者による議し合いの意義を感じ

ている結果であるといえるだろう。

　今年度実施しなかった内容では，「心運療法の融強

会まや新建甥の魑強会」「生徒の事潮懸究会3ギS　S　T」

「授業実践に麗すること」があげられてお辱，参撫者

が心猿学に絶する興秣縫心が高いことがうかがえる。

3〉グループワーク1こ求めるもの

　騒答結果をみると，夢心遅学に関する知識習得」湊

最も多く猛名申9名が縁答を寄せた。また，罫、馨抜き・

夢ラックス総鬚「横のつなが鯵（6）」といった活動参

撫者によってもたらされる勧業や資源の纏に，郵種事

に麗する簸みを議せる（毒茸r勤務校・属僚・管饗職垂こ

関する憾みを議せる（4）」ヂ職務に関する意見交換（3〉」

「生経毒導上の開題についての話し合い（3擁など，仕

事に直結する事極について議し合うことを求めている

参擁考が多いことがうかがえる．

4〉参撫養解女雛のみであったことについてめ懇懇

　参燦者が女性のみであったことについては，晦や

かな雰醗気で話せた盛など糞定的な意発が8名，f男女

居た方がいろんな意見が交換できるのではないか」な

ど，男樵が換わることで異なったものの見方や考えに

よる効果を蟻得する響答が2名みられ，男性の活動への

参撫については参撫者の意商を含めて今後検討したい。

5〉参撫してよかったことがあったか

　活嚢に参擁して，全員が「よかったことがあった」

と騒答した。その選露は，「いつも夢ラックスできた

し，よい気分転換になった」や，徳分の性格・気質

を発つめ直す機会にな警ました∫など，自己礫解や内

雀することに意義を発鎖している繕答もみられた。織

には，「学校の串ではお誌する機会があまりない先生

と議すことが畿来，考え方などを麗かせていただき，

参考になった鯵，新しい発箆が談来た童），よかった」

郵縫校の職種の違う方々と毯々お話して，仕事の上で

も参考になることがあった」など，嚢藩校や学校内で

の立場の違いを越えた年代も異なる参撫者との意見交

換などが，仕事をする上で役に立ったと評慰している。

6／次奪度のグループワークヘの参撫希望

　次年度のグループワークヘの参撫養望の有無につい

ては，難名中欝名が「希望する3と懇答し，残りの玉

名は「今年一年を振鯵返り，鍔裏嚢の活動にも参簾が

ままならなかったので検討申」と回答した。

7〉郵活動に参策してまの感想

　今年嚢の活動に参撫した感想としては，「新しいワー

クについて覚える事が鐡来たゴというワークに魅する

評懸がみられた飽，高校働務という綴じ立場ではある

ものの，職場での堂場や考え方の異なる参燦者との交
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流に意義を感じている感想が多かった．

璽、考 察

　本醗究においては，教員レベルにおける教嚢支援の

あむ方を探るべく実践を行った。参簾者懸人にみられ

る言動の変髭やSTA歪，風景溝域法の変｛ヒに超え，

参撫者同士の格互運解も深まり，仕事をする上での課

題についても穣試するなど，集毯としての成長も確認

できた。これらの変容を受け，活動当携に§標として

掲げた①気分転撰嘩ラックスをする，②欝己蓬解・

飽者遷解を深める，③お互いの縫孫牲を深め，教員隅

士の穫のつながりを形成する，④職務上の獲馨ごとに

ついて意発交換をする場をもち，瞬題に耕して様々な

方爽姓から考えられるようにする，⑤仕事に前鶴きに

取零総めるように，参撫者溺士で励ましあう，の5点

については概ね達成できたと考える。

　では，慶祥の活動で，本活動と類継した活動はある

のだろうか。参燦者の必鐸的支援を§的とした活動で

高校教舞を婦象とした活動は，筆者の調べた眼蓼，見

当たらなかった。そこで，共通点のある活嚢を調べて

みると，葱本（2縦／の譲告や，曽1蝦2§総による駄遜・

学校にお謬るカウンセ夢ングを考える会（以下，カウン

セ夢ング学習会／」に，本活動と共通する藻分があった．

　淀本（欝縫〉は，校内醗修の一一環として活動を猿置づ

け，高校教員を慧象に繧聴譲練やシナ讐オ僚一ルプ

レイなどを通じて，購療閣にサポーティブな雰麟気を

醸成し，教舞鷺の頓互支援雛孫を構築することを活嚢

の馨的としていた。構成的エンカウンタープ賞グラム

や描睡を歌絵入れている点，また，難題に絶する協議を

通じて参撫者櫨互の心運的支援を行うことを警標とし

ていた点では本活動とは藁通する部分が大きい．しか

し，校内麟修の一環であったため，校務による影響を受

けやすく，4藝にわたる懸動においても参趨者の定養

と継続的な実施が懸難であったことが韓告されている。

　一方，カウンセ鐸ング学習会は，鴻§む年（軍威建年〉

1こ発達！し，大学院で心選挙を学んだメンバーが中・むと

なって会を運営している有志による学習会で，購成的

グループエンカウンターの理論や鼓法について，講義

と演習が中心である。また，小中高等学校教員や臨床

心選士など，発童生徒と関わ弩を持つ其通する立場の

者が集ま瞬，いじめや不登絞などの潮懸の予防や解決

に向けての財策を綾討することに難標がおかれている。

　ギ校外」における嬉志による学習会」という影懸を

と鯵，活動内容も構成的エンカウンターの演習を取鯵

入れていることでは本活動との其通点がある。しかし，

本活動は「高校教員ゴ瞬士の交流による活動で，いじ

めや不登校などの学校現場で晃られる開題の予防や解

淡というよ鯵も，教員裟身のサラックスや仕事をする

上での活力を得る場となることを活‘動の主たる§的と

2§懸一了

していた。学校外の横のつなが箏が参練者にとって大

きな心理的支援難集をもっているという葉逓点はある

が，本活嚢とカウンセジング学懇会を比較した場合は，

活動の馨的と内容には違いがある。

　本活動は，「高校教員まに薄象を絞って活動を運営

したことで，参擁者の櫓互蓮解も深まり，参趨者槍互

の縫熱性の購築が仕事をする上での心饗的サポートの

役割を果たすことにつながったと考える。一年の活嚢

を経て，参簾者の殆どが次年度以降の活動の羅綾と参

撫の意志を表撰している。こ．のことからも，この一年

の活動が参趨者にとって仕事をする圭でのサポート資

源としての基盤となったといえ，いずれの活動と比較

しても，本活動1まこれ豪での活動にはない猿衰姓を備

えているといえるだろう。

　校務の縛鯵を受診ない薪校外藩で，仕事に関する共

通礫解が馨れる「高校教員≦に対象を絞って活動を運

営したことで，参簾者の構罷運解も深ま瞬，参簾者穣

互の関係性の構築が難事をする上での£・還的サポート

の役割を果たすことにつながったと考えるが。竪後に

活動を通して浮かび上がってきた課題につい’k欝‘す。

（薄）活動鋳幾

　学年末や学校行事が重なる2学蟻などは活動への参

燦は露難な状覆がみられた。グループワークの活動を

考えると，ファシジテ一夕ーを除いて少なくとも違名

から5名の参撫が求められ，麗催時期については参癩

者講士の予定を考癒した柔軟な展瞬が必要である。

（2／プ霞グラム鐙企画について

　本猛襲においてはファシジテーターぶプ狐グラムの

立案・進行を行ったが，活動を通じて参撫養それぞれ

に得意な分野があることが瞬らかとな陰，それらを生

かす方策を検討することは，よ鯵多鶴的な活動実践を

行う上でも重要であると考える．

　（3〉参撫養について

　本活動における参簾者は女性のみの活動となったが

男性の参撫によって，様々な視点からの意見を求める

ことも葺籠になる。そのため，男権iにも参撫しやすい

プ雛グラムの立案などの工夫が求められる。

＜弓濡文麟＞

i、瞥誰秘彦2§鍵カウンセ夢ング学醤会の勃果藩究一バー

　　ンアウト軽減に綴、藪を当てて一飲腿総合婿究センター

　第嬢懇発表論集
2．地本しお勢欝纒教轟闘のピアサポートーサポーティ

　　ブな学校鐵士痒吟の一環として一同毒票数糞意ンター

　　紀要第253号
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水嚢公嬬・下紳顯子・中蟹寛治至§鱗騨本蔽s難至誠態・

特性不安験査（欝膿瓢）テスト縫馬手崇き三斎鶏
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